薬理学 by 中西 頴央 et al.
brane io nic cur ents in single bullf ro g  atrial 
cells. Acta Anesth. Scand. 32: 333- 338， 1988. 
3) 百瀬弥寿徳， 豊富誠三 : 透明導電膜を 応用 し た
顕微鏡用濯流恒温装置. 生体の 科学 39: 593-
597， 1988. 
⑨ 学会報告
1)  西 口慶子， 山崎弘美， 中西頴央 : ラ ッ ト 肝小葉
内 ア ル デ ヒ ド 脱水素酵素な ら びに ア ル コ ール脱水
素酵素活性に及ぽす ア ル コ ー ル連用 の影響 . 第61
回 日 本薬理学会総会， 1988， 3 ， 福岡
2) 櫨 彰， 武田龍司 : チ オペ ン タ ー ル に よ る 延髄
呼吸性ニ ュ ー ロ ン の膜電位の 変化. 第61回 日 本薬
理学会総会， 1988， 3 ， 福 岡
3 )  武田龍司， 櫨 彰 : 迷走神経単発刺激 に よ る 吸
息の誘起. 第65回 日 本生理学会大会， 1988， 4 ， 
和歌山
4) Giles W.， Shibata E. ，  Clark } . ， Rasmussen R.， 
Murp hey R.， and Mo mo se Y. : Cardiac p ace­
maker activity in single cells f ro m  bullf ro g  
sinus veno sus. U.S.- Jap an Seminar o n  mecha­
nism regulating initiatio n  and co nductio n  of the 
cardiac imp ulse. 1988， 6， Okazaki 
5) Takeda R.， and Haji  A. : Inhibito ry eff ects of 
ethano l o n  the central resp irato ry mechanisms 
in the cat. 4th Co ngress of the lnternatio nal 
So ciety fo r Bio medical Research o n  Alco ho l­
ism. 1988， 6， Kyo to 
6) 山崎弘美， 西 口慶子， 中西頴央 : ア ル コ ー ル代
謝関連酵素の肝小葉内分布. 第23回 日 本 ア ル コ ー
ル医学会総会， 1988， 6 ， 京都
7) Yamazaki H .， Nishiguchi K.， Serasinghe P.， 
and N akanishi S. : Eff ects of ethano l  adminis­
tratio n  o n  the activities of alco ho l  dehy­
dro genase and aldehyde dehydro genase in p er­
iveno us and p eripo rtal hep ato cytes of rats. 4th 
Co ngress of the lnternatio nal So ciety fo r 
Bio medical Research o n  Alco ho lism. 1988. 7， 
Kyo to 
8) Takeda R.， and Haji A. : Benzo diazep ines 
po tentiate po stsynap tic inhibitio ns in bulbar 
resp irato ry neuro ns of cats. 18th Meeting of 
So ciety fo r Neuro science. 1988. 9， To ro nto . 
9) 櫨 彰， 武田龍司 : べ ン ゾ ジ ア ゼ ピ ン と 延髄呼
吸性ニ ュ ー ロ ン の抑制性 シナ プス 後電位. 第12回
呼吸調節研究会， 1988， 9 ， 東京
10 ) 山崎弘美， 西口慶子， セ ラ シ ンハ ・ パ リ タ ， 中
西頴央 : ラ ッ ト 肝小 葉 内 細 胞 の 選択的分離法 :
12) 黒川 昌彦， 落合宏， 中 島捷久 ， 庭 山 清八郎 : プ
ロ テ イ ン キナ ー ゼ C 阻害剤 に よ る イ ン フ ルエ ン ザ
ウ イ ル ス NWS 株の増殖抑制. 第36回 日 本 ウ イ ル
ス 学会総会， 1988， 11， 東京
13) 落合宏， 黒川 昌彦， 庭 山清八郎 : 抗体結合 イ ン
フ ルエ ン ザウ イ ル ス の マ ク ロ フ ァ ー ジ に お け る 増
殖 : 関与す る 抗体の性状お よ び交差反応性 に つ い
て . 第36回 日 本 ウ イ ル ス 学会総会， 1988， 11， 東
京
14) 林 京 子， 庭 山 清八 郎 : 新規 ジ テ ルペ ノ イ ド
scop adulcic acid B 及 び そ の 誘導体の抗 HSV・1
作用. 第36回 日 本 ウ イ ル ス 学会総会， 1988， 11， 
東京
15) 石川成明， 片 山喬， 落合宏， 庭 山清八郎 : P 型
線毛保有大腸菌 と 尿路感染症. 第38 回 日 本泌尿器
科学会中部総会， 1988， 11， 和歌山
16)  石川成明， 片 山喬， 落合宏， 庭 山清八郎 : ク ラ
ミ ジ ア のペ ニ シ リ ン結合蛋 白 質 に つ いて . 第 1 回
STD 学会， 1988， 12， 東京
17) 黒木嘉人， 増 山喜一， 田沢賢次， 藤巻雅夫， 落
合宏， 黒 川 昌 彦， 庭 山 清 八 郎 : β-cyclo dextrin­
benzaldehyde (CD BA) に よ るL ewis lung car­
cino ma (LL C) 細胞の増殖抑制. 第 3 回富 山腫蕩
免疫研究会， 1988， 12， 富 山
⑨ そ の 他
1)  庭 山 清八郎， 落合宏， 林京子， 黒川 昌彦 : イ ン
シ ュ リ ン 及 び 12・0・tetradecano ylp ho rbo l・13・
acetate の Herp es sirklex virus typ e  1 の 増殖 に
及 ぼす影響 に つ い て. 乳酸菌研究会 に 関 す る 報告






















1) Yamazaki H. ，  Ni shiguchi K.， lno ue K.， 
Yasuyama T.， and N akanishi S.: lntralo bular 
distributio n of rat liver aldehyde dehy­
dro genase and alco ho l  dehydro genase. lnt. J. 
Bio chem. 20: 435- 437，1988. 
2) Hiro ta K.， Ito Y.， and Mo mo se Y. : Eff ects of 
halo thane o n  membrane po tentials and mem-
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Perco ll 勾配遠心法 に よ る肝 細胞の 分離な ら び に
蛍光物質 ラ ベル法 に よ る 検討. 第74回 日 本薬理学
会近畿部会， 1988， 11， 岐車
⑩ そ の 他
1)  中西頴央 : ア ル コ ー ル類. Clinical N euro scien­
ce 6 :  246- 247， 1988_ 
2) 武田龍司 : 呼吸中枢神経団路 と ア ミ ノ 酸. Clini­
cal N euro science 6 : 335， 1988. 
3) 中西頴央 : 中枢神経伝達物質の遊離 と ア ル コ ー
ル. Clinical Neuro science 6 :  354- 355， 1988. 
4) 武田龍司 : 臨床 に 必要な神経薬理一吸入麻酔薬
(1). Clinical Neuro science 6 :  10 68- 10 69， 1988. 
5) 武田龍司 : 臨床 に 必要な神経薬理一吸入麻酔薬
(2). Clinical Neuro science 6 :  1184- 1185， 1988. 




教 授 鏡 森 定 信
助 教 授 成 瀬 優 知
助 手 演 田 仁
助 手 垣 内 孝 子
⑩ 著 書
1) 鏡森定信 r栄養， 健康科学 シ リ ー ズ 健康管
理概論」 柳川洋編， 南江堂， 東京， 1988. 
2) 鏡森定信 . r老人 の 介護 と 福祉」 中 島紀恵子編，
N H K学園， 東京， 1988. 
⑨ 原 著
1) Kagamimo ri S. ， Naruse Y. ，  Nakagawa H. et 
al. (The Intersalt Coop erative Research Gro up ) 
: Intersalt: an internatio nal study o f  electo lyte 
excretio n  and bloo d p ressure. Results fo r 24 
ho ur urinary so dium and po tassium excretio n. 
Brit. Med. J. 297 : 319- 328， 1988. 
2) Kagamimo ri S. ， N aruse Y.， N akagawa H. et 
al. (The Intersalt Coop erative Research 
Gro up ) : Manual o f  op eratio ns fo r "INTER­
SAL T" an internatio nal coop erative study o n  
the relatio n  o f  so dium and po tassium to bloo d 
p ressure. Co ntro lled Clinical Trials 9 (Sup ) : 
1S-1 18S， 1988. 
3) Makino T.， Kagamimo ri S.， Watanabe M.，  
Iwa T. and Okada A. : Sister chro matid 
exchange in children with co ngenital heart 
disease. J ap an J. Exp . 58 : 51- 53， 1988. 
4) Nishino H.， Shiro ishi K.， Kagamimo ri S.， 
Naruse Y. and Watanabe M. : Studies o n  the 
increase in serum co ncentratio ns o f  urea cycle 
amino acids amo ng subjects expo sed to cad­
mium. Bull. Enviro n. Co ntam. To xico l. 40: 553 
- 560 ， 1988. 
5) Williams R. W.，  Kagamimo ri S. ， Shimizu T.， 
Kakiuchi H.  and Naruse Y. : Effects o f  theo ­
p hylline ， β-ado renergic stimulants and 
p redo niso lo ne o n  p latelet and urine cyclic 
guano sine mo nop ho sp hate (cGMP) . The To ho ­
ku J o urnal o f  Exp erimental Medicine. 156 (4) : 
331- 340 ， 1988. 
6) 加藤輝隆， 加須屋実， 鏡森定信， 河野昭一， 狐
塚寛 : ス ギ の年輪幅 に及ぼす大気汚染の影響 評価
( 1 ) 火力発電所の操業 と 標準化年輪指数の推移.
大気汚染研究. 23 : 311--319， 1988. 
7) 加藤輝隆， 加須屋実， 鏡森定信， 河野昭一， 狐
塚寛 : ス ギの 年輪幅 に 及ぽす大気汚染の影響 評価
( II ) 火力発電所周辺地域 に お け る 標準化年輪指
数 と 大気中 CO2 ， N02 濃度 と の 関連， 大気汚染研
究， 23 : 320 --328， 1988. 
8) 成瀬優知， 黒崎正夫， 八田辰四郎， 橋本栄一，
富 山 県 に お け る 治療内容別糖尿病患者数調査. 日
本医事新報 No.3366， 43--48， 1988. 
9) 藤田孝子， 成瀬優知， 鏡森定信， 牧野哲世 : 先
天性心疾患児の末梢血 リ ンパ球の姉妹染色分体交
換 と 小核試験. 北陸公衆 衛生誌. 15(1) : 43--46， 
1988. 
10 ) 藤田孝子， 成瀬優知， 鏡森定信， 篠原治道， 松
田健史， 大倉興司 : 遺伝相談 に お け る 浸透率の応
用， 臨床遺伝研究， 10(1) : 1 -- 5 ， 1988. 
⑨ 総 説
1) 鏡森定信， 窪田道男 ， 細 田裕 : Man-made min­
eral fibre の健康影響 に 関 す る 最近の疫学的研究
レ ビ ュ ー， 呼吸器疾患， 結核文献の抄録速報. 39 : 
316--324， 1988. 
⑨ 学会報告
1) Kagamimo ri S.， Naruse Y. ，  Fujita T.， Mat­
subara I.， Kakiuchi H. ，  Teranaka M.， N akag­
awa H. and Kawano S. : Co st-effectiveness 
analysis o n  co mmunity-based p reventio n  o f  
hyp ertensio n o ver 70 years o f  age. A satellite 
sympo sium to the 12th scientific meeting o f  the 
internatio nal so ciety o f  hyp ertensio n， 1988， 5， 
To kyo .  
2) Nakagawa H. ，  Naruse Y. ，  Kagamimo ri S. ，  
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